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令和６年８月発行 

なのはな保育園 

 

どうして起こるの？ 

熱中症 

汗がかけなくなることで体温調節が

できなくなるために起こります。体調

にもよりますが、気温 32℃以上、湿度

60％以上の環境で、十分な水分補給を

しないで運動すると発症しやすいと

いわれます。さらに子どもは、大人よ

りも脱水症状を起こしやすいので、よ

り注意が必要です。 

熱中症にならないために 
～なのはな保育園では～ 

●戸外へ出るときには、帽子をかぶります。 

●園庭には遮光ネットを取り付けています。 

●戸外遊びの際には、休息時間を設けて、全員テラ

スで水分補給・休憩をしています。 

●担任は水筒の中身の減り具合を把握し、個別で

声をかけたり、空っぽになると園で準備してい

る水を補充しています。 

●室内でも定期的に水分補給をしています。 

●普段と違う様子(元気がない、食欲がない、トイ

レへ行く回数が多い又は少ない)の際には頻繁に

検温をしています。 

 

 

暑い日が続いていますね。子どもは、体温調節が未熟、背が低いので地面からの照り返しの影響が

大きい等の理由で、外気温の影響を受けやすく、暑い夏には体の中の温度が早く上昇します。そのた

め、大人よりも早く熱中症にかかりやすいです。早寝、早起き、朝ごはんをしっかり食べて体調を整

え、熱中症対策をして、暑い夏も安全に楽しく過ごせるようにしていきましょう。 



 


